













Case of Niigata Iron Works
沢　井　　　実 　
Niigata Iron Works established in 1895 was representative of general
machine makers in Japan. The main items manufactured were rolling
stock, ships, chemical and industrial machines, machine tools, internal
combustion engines and casting & forging products. During “Dodge
Deflation” in 1949-50 Niigata Iron Works faced hard times that could
not be overcome without drastic measures. The purpose of this paper






































































4) 『東洋経済新報』によると、新潟鉄工所が日本勧業銀行と取引を開始したのは 1947 年 4 月以降











表 2 　 1949 年度資金繰実績表
［出所］　新潟鉄工所［作成年不明 b］。
（注）（1）1949 年 10 月の本月借入金は 1 億円の社債、経費は社債発行差金 6,871 千円をそれぞ
れ含む。
































9) 新潟鉄工所労働組合史編纂委員会編［1953］94 ページ。1949 年には新潟鉄工所だけでなく他
の鉄道車輌各社も人員整理を行ったが経営は好転せず、50 年に入っても人員整理、工場閉鎖が続
























14) 1891 年に浜松市に生まれた金田健太郎は 1915 年に東京高等商業学校を卒業するとただちに新
潟鉄工所に入社し、42 年 1 月に精密機械統制会に転じ、同統制会理事、考査部長に就いた。45
年 4 月に新潟鉄工所に復職して本店総務部長となり、47 年 5 月に取締役、49 年 3 月に常務取
締役、同年 5 月に専務取締役に就任した。「ドッヂ旋風による企業危機克服に心身を酷使」し、
51 年 1 月に代表取締役に選任され、55 年 4 月に専務取締役を辞任、翌 5 月に新潟コンバー
ター株式会社取締役社長に就任し、58 年 3 月に没した（金田美子編［1959］、「年譜」）。
15) 金田健太郎［1949］53 ページ。



























会社業績の悪化が続いた。表 3に示されているように 49年 4月～12月の売上
品収支は 11月を除いてすべての月で赤字を計上しており、内燃機関は 6月を
除いて黒字であったが、内燃機関に次ぐ主要製品である車輌（11月を除く）お
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（内訳は新潟 3,450千円、長岡 300千円、柏崎 150千円、浦和 500千円、蒲田



































て」、新潟製作所で 771名、長岡工場で 79名、柏崎工場で 13名、浦和工場で

























































































































これを受けて会社側は 6月 1日から 3日間の臨時休業を発表するとともに、同





































会社業績は 1950年 9月期が底であった。前掲表 1にあるように同期の売上
高が 6億 8,539万円（1億 3,200万円の欠損）であったのに対し、51年 3月
期 10億 4,619万円（当期利益は 2,276万円）、51年 9月期 14億 8,953万円















40) 同上書、巻末資料 16 ページ。
41) 同上書、132 ページ。
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年 5 月 8 日。
金田健太郎［1949］「人員整理から技術面へ」（『実業の日本』1949 年 11 月号）。
金田美子編［1959］『金田健太郎遺稿集』私家版。
「合理化の遅れた新潟鉄工所」［1953］（『東洋経済新報』1953 年 10 月 24 日号）。
社史編纂委員会編［1996］『新潟鉄工所 100 年史』新潟鉄工所。
「深刻な給料遅欠配」［1950］『読売新聞』1949 年 4 月 13 日。
ダイヤモンド社編［1950］『ダイヤモンド会社要覧』昭和 26 年版。
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新潟鉄工所［1950c］「緊急対策要綱」昭和 25 年 3 月 2 日。
新潟鉄工所［1950d］「売上高収支総括表」昭和 25 年 3 月 6 日。
新潟鉄工所［1950e］「緊急対策資料」昭和 25 年 3 月 18 日。
新潟鉄工所［1950f］「売上損益予想表」昭和 25 年 5 月 2 日。









新潟鉄工所総務部監理課［1950］「工員実働率及間接費配賦率比較表」昭和 25 年 1
月 7 日。
新潟鉄工所労働組合史編纂委員会編［1953］『労働組合史』。
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